
143



145

泰



146



147

※�「甘名納糖」は文久年間に初代榮太樓が創製したもの（ホームページによる）だが、一
般的には「甘納豆」で流通していることから、本稿では「甘納豆」と表記する。
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「老舗企業」
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中野里会長の座右の銘 
「有難難有」（会長の自筆） 

伝がないと思っています。 

 それでは、後継者の条件を最後に申し上げて終わらせていただきます。まず、

経営者は①プラス思考。特にこういう難しい時代には明るく考えたほうがいい

です。②ぶれない信念。ぶれる、ぶれると言われた総理大臣がいましたけれど

も、ぶれないことが大事。③自分の本業は絶対にあきらめない。④夢を語る。

こういう時代になると夢はなかなか語りにくい。だれに語るのか。社員でもだ

れでもいいです。だから、先ほど 100 年やるよと言ったのは僕の夢なんです。

これを宣言する、語る。それを自信を持って言うことが大事です。⑤決断力。

最後の決断は社長ですからね。それによって、倒産するか倒産しないかの分け

目になることはあります。そして最後に⑥感謝の心を私どもは全社員で共有し

ています。 

 終わりに、私の座右の銘を紹介いたします。「有

難難有」難有りで有り難しと読みます。ありがたい

ことは難がある。日本語というのは本当によくでき

ています。今は苦しみがあるけれども、ありがたい

んだという気持ちで難しいときに向かっていく。苦

しみは大したことがないと私は思って、頑張ってお

ります。 

 今日は中小企業の経営者の方も多いと思うので、

その辺の気持ちはおわかりかと思います。ほんの尐

しよくしてあげるということも大事だと思います。

今はそういう意味ではチャンスがいっぱいありま

す。苦しいからこそ自分が成長できる。苦しいから

こそ喜びが倍増する。私はそう信じています。時間が参りましたので、終わら

せていただきます。どうもありがとうございました。 

 

‐以下質疑応答‐ 

 

＜末広手巻誕生のエピソード＞ 

 質問：末広手巻はどこからヒントを得たのか。エピソードをお聞かせ願えれ

ばと思います。 

 

 末広手巻というのは、もともと江戸前寿司というのは握り寿司が中心で、鉄

火巻とか細巻ですよね。ところがそれは常に江戸前寿司では添え物なんです。

あくまでも握りが为体で、鉄火巻というのはご存じのようにマグロの端を利用

する。末広手巻の発想は、言い方は変ですけれども、巻きものを瞬間に速く食
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べさせて握りと対等の立場にしたのが末広手巻。 

 普通、ヒット商品というのは生命があるんです。今はパッと出て 3 カ月ぐら

いで消えちゃうものがいっぱいあります。ところがあれは 40年続いて、これか

らも続く。どうしてかというとそれには条件がある。一つは売り手がもうかる

からです。二つ目はスピード。三つ目は、食べる人がおいしいと思わないとい

けない。だから続いているんです。 

 今でも 100 円で売っていると言いましたが、普通は 300 円 400 円で売るもの

を 8日の「末広手巻の日」に限って 100円で売っています。「おまえ、尐しもう

けすぎじゃないか」と思われるのは心外なので説明しておきますけれど、月 1

回 8 日の日なので、今日は取引先もいますけれど、その日の商品は落とすんじ

ゃないんですよ、損しないように値段を負けてもらっているんですよ。その代

わり倍仕入れます。業者の方も、「末広手巻の日」を毎日やったのではだめなん

です。その日 1 日だからお客様にサービスする。この原点である 100 円で売っ

たときは大もうけでしたが、今は 100円では合いません。業者の協力によって、

今でも 1 日 10 万本は売れます。ピークのときは 12～13 万本が全店でいったこ

とがある。10 万本はどれぐらいかおわかりでしょうか。東京ドーム満席のお客

さんに 2本ずつ召し上がっていただいているということです。すごいでしょう。

全店でそのぐらい今でも売らせていただいています。 

 海苔も手巻用の海苔はちょっと負けてもらっています。だからといって、そ

れを安く仕入れてこっちに流すようなことはしませんから、その日に使い切る

ものです。そうやって、業者の皆さんが協力してくれているおかげです。そう

いうことで、継続できるのです。 

 

＜経営理念＞ 

 質問：経営理念をもう尐し教えていただけますか。 

 

 私どもも社訓をつくっています。昔は「感謝」。今は違うんですよ。変えたの

かなと思うけれど、今の社長になってから私の社訓がなくなっちゃってね。い

や、形は残っていますよ。違うことをやっているんですよ。僕は、いいと言っ

たんです。気持ちは常にお客様があって、社員があって、取引先があって、そ

れで成り立つわけです。みんなを幸せにできることであればいいと思う。自分

だけがもうかるなんて言ったら絶対に長続きしませんし、お客様ばかりにサー

ビスさせても赤字で倒産します。バランスを持って、みんなが幸せになれるよ

うなシステムであれば言葉は変わってもいいと、それだけは言っています。 
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＜チェーン店について＞ 

 質問：チェーン店が玉寿司さんは多いですが、味も含めてそれぞれお店によ

って個性があってもいいというお考えですか。 

 

 これも時代が変わりましてね。ファーストフードチェーンのハンバーガー店

とか牛主屋は全国一律だと思います。うちも駅ビルに出したころは、全部同じ

メニューで同じ値段でやっていたんです。ところが世の中は時代が変わりまし

て、今は場所によって一軒一軒みんな違うんです。それをやっているので非常

に複雑になるし、難しい。これは僕じゃできないけれど、今の社長が考えてや

っています。昔は玉寿司というと、チェーン店でも直営なら全店同じ値段で同

じようにやっていて、今は店舗ごと違うんだよね。 

玉寿司社長補足：今は、食べ放題の店とおきまりが中心のお店、それから家

族で来るような場所でしたら均一でやらせていただいていますが、そこに

来るお客様が尐しずつ違うので、そこのお客様のニーズに合わせて考えて

います。味は変えないようにしながら、売り方を変えているということで

ございます。 

そういうことです。人材育成は変わりません。 

 

＜3代目から 4代目への事業承継について＞ 

 質問：デリケートな質問だと思いますが、3代目が託す、4代目が受けるとい

うドラマチックな指示はあったんでしょうか。 

 

 ありました。今日は詳しく話すには時間がないですね。私は別に隠すことは

しません。何でも言います。何でも言いますということは、言えるということ

が大事でね。我々の仲間で倒産した人たちもいましたけれども、その人たちの

共通というのは言わないんですよ。私は大変だったら大変だって言うんです。

だからといってお金を貸してくれとは言えないでしょう。お金を貸すのは銀行

ですから、銀行を説得しなくちゃいけない。中小企業がお金を調達できるのは

銀行しかないですから、銀行とは真剣勝負です。それはやりました。自分のこ

とを赤裸々に言えば銀行も理解し、協力しますよ。 

 時間の関係で具体的なことはここでは話せませんが、それで私は社長をクビ

になったというか、自分で辞めました。相談役に一時なって去年から会長に自

分で勝手に戻りました。ここが中小企業のありがたいところです。   （了） 
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